
平成30年度普及啓発活動

日にち：6月2日（土）

場 所：イオンモール名古屋茶屋（名古屋市港区）

緑警察署 瀬戸警察署 小牧警察署 港警察署 小牧警察署 刈谷警察署

開催日
6月14日
（木）

6月21日
（木）

9月26日
（水）

10月15日
（月）

10月26日
（金）

1月21日
（月）

会場
緑信用農業協
同組合本店
(名古屋市緑区)

祖母懐公民館
(瀬戸市)

小牧自動車学校
（小牧市）

西築地コミュニ
ティセンター
(名古屋市港区)

小牧市民会館
（小牧市）

刈谷市高齢者
福祉センター
(刈谷市)

参加者
数

136人 38人 15人 43人 約500人 55人

イオンモール名古屋茶屋 緑信用農業協同組合本店

日にち：7月21日（土）

場 所：イオン三好店（みよし市）

１ 県地域安全課との連携による街頭啓発活動

２ 県警との連携による高齢者講習会

小牧市民会館

【街頭啓発活動の様子】 【高齢者講習会の様子】

資料５



日にち：11月3日（土・祝）

協力企業：トヨタ自動車㈱、アイシン精機㈱

内容：①協調型安全運転支援システムの体験試乗（トヨタ自動車㈱）

（県庁～｢城見通2｣交差点約（2.5Km）を往復）

ＶＲシステムによる協調型安全運転支援システムの体験

（トヨタ自動車㈱）

②駐車支援システムの体験試乗（アイシン精機㈱）

①あいち自動車学校「北区 交通博」（名古屋市北区）9月24日（日）

②メッセナゴヤ（名古屋市港区） 11月8日（水）～11日（土）

協調型安全運転支援システム（トヨタ自動車㈱）

【県本庁舎公開イベント】
① 岡崎自動車学校：「交通博in岡崎」（岡崎市）

日にち：9月24日（日） 協力企業：三菱自動車工業㈱、ホンダカーズ

内 容：ドライブシミュレーター体験、衝突被害軽減ブレーキシステムの体験試乗

② あいち自動車学校「北区 交通博」（名古屋市北区）

日にち：９月24日（日） 協力企業：愛知県自動車販売店協会

内 容：衝突被害軽減ブレーキシステムの体験試乗

１ 自動車学校等の協力による体験試乗会の開催

２ 県庁本庁舎公開イベントによる体験試乗会の開催

３ 展示会等でのブース出展

平成30年度普及啓発活動

駐車支援システム試乗の様子（アイシン精機㈱）



平成30年度普及啓発活動

〇 事故分析ＷＧにおけるドライブレコーダー映像の収集にあたっては、毎年度当初に、
「愛知県タクシー協会」、「名古屋タクシー協会」へ分析結果の報告及び協力要請を実施。

〇 平成３１年５月から始まる「春の交通安全運動」を前に、愛知県タクシー協会において「会員
向け自動車交通事故防止セミナー」を３月１４日（木）に開催。

〇 愛知県タクシー協会からの要請により、名古屋大学 伊藤助教が事故分析ＷＧの取組状況、
分析結果について講演。

名古屋大学による講演

伊藤助教による講演の様子

＜愛知県タクシー協会の概要＞
• 設立
昭和47年5月 愛知県旅客自動車協会設立
平成12年7月 愛知県タクシー協会に名称変更

• 会員数及び車両数（平成29年3月末現在）
会員数：66社 車両数：2,486両
（正会員65社2,441両 準会員1社45両）

• 管轄区域
豊田市、豊橋市、岡崎市、一宮市、春日井市、安城市、
刈谷市、半田市など 愛知県内37市町村



【出展先「オートモーティブワールド2019」】

会期：平成31年1月16日（水）～18日（金）

場所：東京ビッグサイト（東京都江東区）

出展企業・団体名 所在地

愛知県立大学
（情報科学共同研究所）

長久手市

旭ゴム化工㈱ 名古屋市

㈱タイガーサッシュ製作所 刈谷市

知の拠点あいち重点研究プロジェク
ト プロジェクトR チームR8

(代表:㈱東海理化)

大口町

㈱サンユー 名古屋市

㈱山田ドビー 一宮市

ユーアイ精機㈱ 尾張旭市

当日の様子

愛知県ブース概要

・展示面積 40.5㎡

・出展者7者 （公募期間：5月8日～6月1日）

・支援内容

県が小間料の一部及び基礎装飾代を負担

オートモーティブワールドは、自動運転、クルマの電子化・電動化、コネクティッド・
カー、軽量化、部品加工など、自動車業界における先端テーマの最新技術が
一堂に出展する、日本最大級の自動車の先端技術展。

平成30年度普及啓発活動



平成31年度普及啓発活動スケジュール

メニュー 時期 内容 連携・協力先（予定）

体験試乗会

9月・11月 等

北区交通博

交通博in岡崎

やごと感車祭

アイシン精機㈱

中部日本自動車学校

三菱自動車工業㈱

愛知県自動車販売店協会 等

11月3日
県庁本庁舎公開
イベント

トヨタ自動車㈱

高齢者講習会 6回/年程度 交通安全教室 愛知県警察

展示会出展 11月21日～24日 ＩＴＳワールド 愛知県ＩＴＳ推進協議会

〇 普及啓発活動は来年度も継続して実施。交通事故死亡者数の減少につながる安全運転サ
ポート車（サポカー）の試乗会等を行い、より多くの県民にその機能の正しい理解を促す。



＜参考＞普及啓発活動について
総生産台数に占める各自動車安全技術の搭載車両の推移

〇 自動ブレーキの総生産台数に占める搭載割合は約７割まで上昇するなど各自動車安
全技術の搭載率は順調に増加。

〇 国は2020年（平成32年）に自動ブレーキが国内販売新車乗用車の90％以上に
搭載されるよう目標に掲げている。

データの出典：国土交通省ＨＰ自動車総合安全情報「ＡＳＶ技術装着台数」より
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